村落社会の高齢者における生者と死者とのつながり : 日本的死生観に基づく生き方に関する考察 by Gohori  Josrf



































死者と生者の相互作用 【第 2章 村落社会における生者と死者のつながり】








































































































































































































































































































































































































































上記の口述のように､盆行事を通 して死者 との関係は再確認 され､維持されるといえる｡





ホ トケサンくるせ い｡16日にお立ちになるせい〕と 13日に死者を迎え､16日に再び死者
を送るという概念は､対象者の意識に深 く浸透 していることがうかがわれる｡
郷堀ヨゼフ r村落社会の高齢者における生者と死者とのつながり｣ 681










































































































































































































































第 3項 希薄化した情緒的関係 ～越せた異界～






















































表5 各パターンによる対象者の分類 (n=25) 【単位 :人数】
擬人化した 内面化した 希薄化した 計
情緒的関係 情緒的関係 情緒的関係
性別 男 0 3 4 7
女 8 7 3 18
宗派 禅宗 5 1 2 8
真 宗 3 9 3 15
真言 0 0 1 1
不明 0 0 1 1
婚姻状況 死別 8 4 5 17
既婚 0 6 2 8
居住地 自宅 3 3 1 7







異界とのネットワー ク 【第 2章村落社会における生者と死者のつながり】
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いう問 いに対す る回 答
(∩=135)
図31｢死後の世界 (あの世､
来世)は存在する｣という問
いに対する回答 (∩=135)
矛盾することなく､この現象は成立されるだろうBこのような死者の世界､すなわち異界
は､生者の身近なところにあり､ときには墓になったり､時には仏壇を通してあらわれた
りすると想定できる｡
3.4 まとめ
高齢の祖父母世代のみならず､対象となった子どもたちまで死者とのつながりを肯定的
にみており､人生の支えとして認織していることが明らかとなった｡特定の地域とはいえ､
複数の世代が死者に対して共通の概念を抱いている姿が浮き彫りになった｡
しかし､この小規模なアンケー ト調査は補助的なものとして位置付け､結論-と導く根
拠というより､本研究で追求している全休図を完成させるための一つの手がかりに留めた
いと考えている｡さらに､｢良い｣ないしは ｢正しい｣と一般的にされる回答を (無)意識
的に選び､いわゆる ｢いい子ちゃん効果Jが若干生じている可能性も完全に否定できない｡
とはいえ､もしそうであるとしたならば､上述した死者とのつながりの有様を正しいとす
る共通観念､あるいは価値観が広く共有され､複数の世代にわたって深く根付いていると
いうことになるであろう｡ したがって､上記の留意点を念頭に置きつつ､このアンケー ト
調査の成果からみえた事柄も踏まえて終章に臨みたいと思う｡
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